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種である H5 亜型注 2）のウイルスの感染の有無を判定
する。判定方法は、ヒトの気管支・肺の浸出液（検
体）を試薬に混ぜて検査装置に数滴垂らすのみであ








と共同で、以下の 2 つの実験を行った注 3）。一つは、
ベトナムで 2004 ～ 2007 年の間に検出・保存され






2008 年 1 ～ 2 月に感染の疑いがあるとみなされた
未確定診断 3 例の検体を用いた。実験の結果、前者
については、検体中のウイルス量の不足で判定不能
だった 1 例を除き、全て HPAI ウイルスの感染が判
定できた。後者は 3 人中 2 人がウイルスに感染、1
人はウイルスに感染していないことを正確に判定で
きた。この実験については、別の検査方法による追
試を行い、本検査法での判定の正確性を確認した。
　この度開発された検査法は、上述のように高い信
頼性が迅速かつ簡便に得られ、病床や空港の検疫所
などでも利用可能である。早期診断は、感染の拡大
を防ぐために有益であり、今後、この検査法の活用
拡大が期待される。
注 1：日本では、HPAI ウイルスの感染が疑われた
ヒトの事例はあるが、いずれも発症はしていない。
注 2：HPAI ウイルスは、その外皮蛋白であるヘマ
グルニチン（H）とイラミニダーゼ（N）の違いによって
いくつかの亜型に分類されている。
注 3：ベトナムで行われた実験のデータについては、
IMCJ の秋山徹氏から提供を受けた。
